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論文内容の要旨
本論文は，空中微生物による環境汚染の定量的評価方法の確立とその応用についての研究の成果をま
とめたものであり， 6 章よりなっている。
序章においては，本研究の概要と目的について述べている。
第 1 章では，粒子による室内空気汚染機構，空中菌の測定方法，微生物汚染の測定例に関し，既往研
究と問題点について述べている。
第 2 章では，微生物の浮遊挙動について述べているO まず，捕集微生物の培養温度条件についての検
討を行うと同時に真菌の成長曲線を求め，適正なる培養時聞を得ているO さらに浮遊菌の空中濃度変動，
粒径分布，浮遊菌の視覚的直径と動力学的直径との比較を行っているo
第 3 章では，分級型微生物捕集器の特性及び、改良について述べている。分級型空中微生物捕集器の一
つで、あるアンダーセンサンプラについて従来の 6 段階のものの捕集率の理論的検討を行った結果，対象
エアロゾルの幾何標準偏差がある値を超えると，測定値に補正を要することを示している。従来のアン
ダーセンサンプラの最上段の上に 2 段を加え， 8 段型の試作を行い，従来捕らえ得なかった大型粒子を
よく捕集する結果を得ているo
第 4 章では，最適捕集時間と各種捕集器の比較を行っている。浮遊微生物の空中濃度変動を変動係数
で表したところ，低濃度ほど，サンプリング時間が短いほど，変動係数は大きくなる傾向があり，空中
変動を吸収するには， 5 分--10分のサンプリング時間を要するという結果を得ているO 測定機器の比較
については，通常使用される 3--4 種類を現場測定，モデルルーム実験，真菌を使用したテストチャン
パ実験の結果，ばらつきの主要な原因は室内の濃度変動によるものであることを明らかにしているO
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第 5 章では，屋外および室内において，ある粒子径分布をもっ空中微生物の落下機構に関する理論式
を導入し，実測値と理論値との近似を得ている。
第 6 章では，以上により検討した空中菌の評価方法により，住宅，事務所建物，地下街，地下鉄駅構
内の微生物汚染への応用について述べているO
最後の総括ならびに結論においては，本研究で得られた成果を総括し，今後の課題などについて論述
している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，建築空間内の空中微生物粒子の評価を行うために，空中菌粒子の挙動・測定法及びその応
用に関する，実験的・理論的研究をまとめたもので，主な研究成果は次の通りであるo
(1) 一般の建築物内の空中に浮遊する細菌・真菌の挙動について，成長速度の温度条件による影響，空
中浮遊状態の菌粒子の形態的大きさと空気力学的大きさの関係，粒子径の分布を実験的に明らかにし，
計測に必要な培養条件，空中からの捕集条件の確立に寄与しているo
(2) 空中菌の捕集及び対策に，粒子径が重要な役割を果たすので，その測定に広く使用されている多段
分級型(アンダーセン)サンプラの粒子分級特性を理論的に解明し，さらに，在来研究の不十分であっ
た10μm以上の大型粒子が問題であることがわかってきたので， 10，......45μmの範囲を対象とした 8 段
型のものを開発し，大型粒子の分布の解明に成功している。
(3) 空中浮遊菌の特徴は著しい変動を示すことがあるので，空中菌濃度の実測結果から，サンプリング
時間との関係を標準偏差と変動係数を用いて表し，特に環境変化のない場合，サンプリング時間は 5
分，...... 10分が適していることを明らかにしているo
(4) 一般に広く用いられている空中微生物の測定機器を， 3 ,...... 4 種類相互に比較を行い，現場測定にお
ける測定値のばらつきは室内濃度の不均一によるものが大きいこと，同一の粒径分布・濃度を持つ微
生物粒子を使用した実験から，各測定機器間ではほぼ等しい値を与えることを示している。
(5) 屋外および室内において，粒子径分布を考慮した空中菌濃度と落下量の関係を理論的に導き，実験
的に限られた条件のもとではよく適合することを示し，在来良く使用されてきた落下法が， しかるべ
きパラメータを用いれば実用的な方法として可能であることを明らかにしているばかりでなく，汚染
制御上の対策に大きく貢献することを示している。
(6) これまでに開発した手法により，住宅，一般事務所建物，地下街，地下鉄駅構内における実測を行
い，従来は充分に把握されていなかった実際の建築空間における空中菌汚染の実状と特性を得，問題
点の指摘と今後の対策の方向を示しているO
以上のように，本研究は空中微生物の挙動の把握とその汚染の評価方法に新知見を加え，居住空間の
微生物汚染制御法を著しく前進させたものであり，建築環境工学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
